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産
廃
計
画
め
ぐ
る
知
事
協
議

県
が
発
言
録
を
破
棄

県
が
発
言
録
を
破
棄

公
文
書
公
開
請
求
後
に
更
新

　

西
有
年
産
廃
処
分
場
建

設
計
画
を
め
ぐ
り
、「『
懸

念
が
払
し
ょ
く
さ
れ
た
か

ら
心
配
な
い
』
と
い
う
よ

う
な
形
に
も
っ
て
い
け
る

か
ど
う
か
だ
」
な
ど
と
許

可
権
者
の
井
戸
敏
三
・
兵

庫
県
知
事
が
述
べ
た
発
言

録
の
公
文
書
を
、
県
が
市

民
団
体
か
ら
の
公
文
書
公

開
請
求
後
に
破
棄
し
て
差

し
替
え
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
赤
穂
民
報
は
文

書
が
破
棄
さ
れ
る
前
に
撮

影
さ
れ
た
発
言
録
の
画
像

を
入
手
し
た
。【
３
面
に
詳

報
】

　

発
言
録
は
昨
年
７
月
４

日
に
県
庁
の
知
事
室
で
行

わ
れ
た
県
幹
部
ら
に
よ
る

「
知
事
協
議
」
の
内
容
を

記
録
し
た
も
の
で
、
Ａ
４

判
で
９
ペ
ー
ジ
の
文
量
と

み
ら
れ
る
。県
に
よ
る
と
、

協
議
に
同
席
し
て
い
た
吉

村
陽
・
環
境
参
事
が「
そ

の
場
で
メ
モ
を
取
り
、
後

で
活
字
化
し
た
」と
い
い
、

「
知
事
協
議
記
録
」
の
件

名
で
関
係
部
署
に
配
布
し

た
。
し
か
し
後
日
、
吉
村

参
事
が
Ａ
４
判
２
枚
に
ま

と
め
た
も
の
に
更
新
。
元

の
発
言
録
は
「
す
べ
て
の

部
署
で
差
し
替
え
時
に
破

棄
さ
れ
た
」（
西
播
磨
県

民
局
環
境
課
）
と
い
う
。

　

本
紙
が
入
手
し
た
発
言

録
画
像
を
見
る
と
、
協
議

中
の
会
話
を
再
現
し
た

「
主
な
や
り
と
り
」
が
大

半
を
占
め
て
い
る
。
ピ
ン

ト
が
合
っ
て
い
な
い
４
ペ

ー
ジ
目
と
５
ペ
ー
ジ
目
を

除
き
、ほ
ぼ
判
読
で
き
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
井
戸

知
事
は
同
計
画
に
関
し
、

災
害
で
遮
水
シ
ー
ト
が
破

損
し
た
場
合
へ
の
対
策
、

景
観
悪
化
へ
の
対
応
、
予

　

▼
…
新
年
交
礼
会
、
一

年
の
ス
タ
ー
ト
祝
う
＝
赤

穂
市
の
令
和
２
年
新
年
交

礼
会
（
市
、
商
議
所
な
ど

主
催
）
が
４
日
、
加
里
屋

中
洲
の
赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
、
行
政
や

商
工
な
ど
各
界
の
関
係
者

ら
が
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
牟

礼
正
稔
市
長
、
釣
昭
彦
議

長
が
あ
い
さ
つ
。
来
賓
と

し
て
招
か
れ
た
地
元
選
出

の
国
会
議
員
、
県
議
ら
が

祝
辞
を
述
べ
、
大
木
善
夫

・
商
議
所
会
頭
の
音
頭
で

乾
杯
し
た
。

　

会
に
は
約
１
８
０
人
が

参
加
。
グ
ラ
ス
を
手
に
和

や
か
に
歓
談
し
、
一
年
の

展
望
や
抱
負
に
つ
い
て
語

り
合
っ
て
い
た
。（
写
真

は
高
ら
か
に
乾
杯
し
て
一

　 　

崎
）
＝
午
前
６
時
神
事
、

６
時
半
点
火
。
７
時
頃
か

ら
餅
ま
き
。
☎
４２
・
２
２

６
８

　

▽
大
避
神
社
（
坂
越
）

＝
午
前
６
時
半
か
ら
境
内

で
採
火
祭
、
続
い
て
神
社

下
海
岸
で
点
火
。
１２
日
と

１３
日
に
も
各
集
落
で
と
ん

ど
あ
り
。☎
４８
・
８
１
３
６

赤
穂
市
内
神
社
の

主
な
と
ん
ど
祭
り

　
〔
１３
日
〕

　

▽
伊
和
都
比
売
神
社

（
御
崎
）
＝
午
前
６
時
半

神
事
、
７
時
点
火
に
続
い

て
餅
ま
き
。
☎
４２
・
３
５

４
７

　

▽
荒
神
社
（
塩
屋
）
＝

午
前
６
時
１５
分
神
事
、
６

時
半
に
点
火
。
７
時
か
ら

福
餅
ま
き
。
☎
４２
・
２
３

８
５

　
〔
１５
日
〕

　

▽
赤
穂
大
石
神
社
（
上

仮
屋
）
＝
午
前
６
時
半
か

ら
の
祭
典
に
続
い
て
点

火
。
７
時
か
ら
福
餅
ま

き
。
☎
４２
・
２
０
５
４

　

▽
赤
穂
八
幡
宮
（
尾

関
わ
ら
ず
、
発
言
録
を

「
知
事
協
議
記
録
」
と
し

て
関
係
部
署
に
配
布
し
た

理
由
に
つ
い
て
、
出
席
者

の
一
人
で
も
あ
る
遠
藤
英

二
・
西
播
磨
県
民
局
長

は
、「
今
後
の
対
応
の
方

向
性
を
速
や
か
に
関
係
者

で
情
報
共
有
す
べ
き
と
し

て
配
布
し
た
。
今
回
は
精

度
よ
り
も
迅
速
性
を
優
先

さ
せ
た
」
と
回
答
。「
事

務
手
続
き
を
迅
速
に
や
っ

て
い
く
た
め
に
は
必
要
だ

っ
た
」
と
話
し
た
。　

　
「
知
事
協
議
記
録
」の
存

在
を
公
表
し
た
「
播
磨
自

然
高
原
地
区
連
合
自
治

会
」と「
赤
穂
の
環
境
を
守

る
会
」は
、「
表
向
き
は『
公

正
・
公
平
』
を
う
た
い
な

が
ら
裏
で
は
住
民
の
権
利

を
無
視
し
、
知
事
を
中
心

に
産
廃
処
分
場
計
画
に
肩

入
れ
し
て
お
り
、
県
民
へ

の
重
大
な
裏
切
り
行
為

だ
」
と
批
判
。
県
が
文
書

を
破
棄
し
て
差
し
替
え
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、「
県
民

に
知
ら
れ
て
は
ま
ず
い
こ

と
を
隠
ぺ
い
・
改
ざ
ん
し

た
も
の
で
、
公
務
員
に
よ

る
犯
罪
だ
」
と
強
く
非
難

し
て
い
る
。（
写
真
は
県

が
破
棄
す
る
前
に
撮
影
さ

れ
た「
知
事
協
議
記
録
」）

さ
い
規
模
で
事
前
協
議
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
点
を

踏
ま
え
、「
ま
す
ま
す
ず
る

い
じ
ゃ
な
い
。
１３
ｈ
ａ
な

ん
て
」
と
事
業
者
に
批
判

的
な
発
言
も
み
ら
れ
る
。

　

「
知
事
協
議
記
録
」
を

め
ぐ
っ
て
は
、
昨
年
７
月

１７
日
、
姫
路
土
木
事
務
所

が
保
管
し
て
い
る
の
を
市

民
団
体
が
突
き
止
め
た
。

そ
の
場
で
公
文
書
公
開
請

求
の
手
続
き
を
と
っ
た

が
、
文
書
の
件
名
を
特
定

で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
公
開
さ
れ
な
か
っ

た
。
翌
月
２１
日
に
件
名
を

特
定
し
て
再
請
求
し
た
と

こ
ろ
、「
要
点
の
ご
く
一

部
を
抜
き
書
き
し
た
だ
け

の
簡
単
な
も
の
」（
市
民

団
体
）
が
公
開
さ
れ
た
と

い
う
。

　

県
は
赤
穂
民
報
の
取
材

に
、「
発
言
録
は
、
市
民
団

体
が
確
認
し
た
時
点
で
は

存
在
し
て
い
た
が
、
不
正

確
な
情
報
や
推
測
が
含
ま

れ
て
お
り
記
述
内
容
が
正

確
で
な
か
っ
た
の
で
、
正

式
な
も
の
に
更
新
し
た
。

２
度
目
の
公
文
書
公
開
請

求
が
な
さ
れ
た
時
点
で

は
、
す
で
に
正
式
な
『
知

事
協
議
結
果
の
記
録
』
に

更
新
さ
れ
て
い
た
」
と
説

明
。
更
新
し
た
時
期
に
つ

い
て
は
、「
７
月
末
ご
ろ
だ

っ
た
と
思
う
」（
環
境
課
）

と
し
、更
新
前
の
文
書
デ

ー
タ
は
「
パ
ソ
コ
ン
で
上

書
き
修
正
し
た
た
め
残
っ

て
い
な
い
」（
吉
村
参
事
）

と
話
し
た
。

　

「
不
正
確
な
情
報
や
推

測
」
を
含
ん
で
い
た
に
も

定
地
に
含
ま
れ
る
保
安
林

の
解
除
、
国
道
２
号
か
ら

処
分
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
な
ど
に
つ
い
て
言
及
。

「
や
は
り
一
番
問
題
な
の

は
水
質
だ
。
止
水
壁
を
作

る
の
は
大
変
だ
。
や
は
り

高
砂
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
防
護
壁

だ
」「
見
え
な
い
よ
う
に

し
た
ら
い
い
。
木
を
植
え

て
。
要
は
視
界
の
中
に
入

ら
な
い
よ
う
に
し
た
ら
い

い
」「
正
々
堂
々
と
保
安

林
（
解
除
）
を
や
っ
て
い

け
ば
い
い
」「
道
路
と
並

行
し
て
も
う
１
車
線
作
る

か
」
な
ど
と
、
本
来
は
事

業
者
が
考
え
る
べ
き
計
画

案
に
踏
み
込
ん
だ
発
言
が

み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
別
の
事
業
者
が

福
浦
地
区
で
進
め
る
産
廃

処
分
場
建
設
計
画
に
話
題

が
及
ぶ
と
、「
本
当
は
福

浦
の
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
」
と

発
言
。
環
境
整
備
課
長
が

「
場
所
的
に
は
一
番
い
い
」

と
応
じ
る
と
、「
あ
れ
は

採
石
場
後
だ
ろ
？
岩
盤
だ

し
」（
原
文
マ
マ
）
と
述

べ
て
い
る
。

　

一
方
、
環
境
部
長
が

「
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や

り
な
さ
い
と
言
っ
て
、
事

業
者
か
ら
や
り
ま
す
と
い

う
こ
た
え
を
引
き
出
し
な

が
ら
、
進
め
て
い
く
」
と

語
っ
た
の
を
受
け
、
井
戸

知
事
が
「
引
き
出
さ
な
く

て
も
よ
い
。
や
れ
な
か
っ

た
ら
終
わ
り
だ
か
ら
」
と

突
き
放
す
場
面
も
。ま
た
、

「（
事
業
者
側
が
予
定
地

周
辺
に
）
２
〜
３
倍
の
土

地
を
手
に
入
れ
て
い
る
の

で
、
２０
年
後
か
３０
年
後
か

分
か
ら
な
い
が
ま
た
拡
張

す
る
か
も
し
れ
な
い
」

（
西
播
磨
県
民
局
長
）と
の

見
方
が
あ
る
中
で
現
計
画

の
埋
立
処
分
面
積
が
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
の
対

象（
１５
㌶
以
上
）よ
り
も
小

年
の
門
出
を
祝
っ
た
新
年

交
礼
会
）
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が
あ
れ
ば
、い
つ
で
も
お

電
話
く
だ
さ
い
◎
３
月
に

春
の
新
作
セ
ー
ル
予
定
。

☎
０
８
０
・
３
０
３
３
・
５

４
６
７（
岡
崎
末
由
弓
）

　

▼
赤
穂
み
か
ん
販
売
中

＝
問
合
せ
は
お
電
話
で
。

「
長
尾
フ
ァ
ー
ム
」（
長
尾

昭
盛
）塩
屋
３
５
７
０
の

２
☎
４３
・
７
０
０
６
、ま
た

は
☎
０
８
０
・
５
３
１
６
・

７
０
０
６

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
本
日
よ
り
初

売
り
セ
ー
ル
開
催
。１３
日

（
月
）ま
で
植
物
２
割
引
。

人
気
の
寄
せ
植
え
セ
ッ
ト

も
春
仕
様
に
な
り
ま
し

た
。期
間
中
、寄
せ
植
え
セ

ッ
ト
福
袋（
１
日
１０
袋
限

定
）ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

ガ
ー
デ
ン
資
材
福
袋（
数

量
限
定
）も
ご
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。プ
リ
ム
ラ
、

ル
ピ
ナ
ス
、マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
な
ど
、春
の
お
花
を
続

々
入
荷
し
て
い
き
ま
す
の

で
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ブ
ロ
グ
）も
チ
ェ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
ね
。
１
月
・

２
月
は
木
曜
定
休
で
す
◎

販
売
ス
タ
ッ
フ
募
集
。お

花
が
好
き
な
方
、一
緒
に

働
き
ま
せ
ん
か
。お
花
の

手
入
れ
、水
や
り
、販
売

等
。時
給
９
１
０
円
。詳
細

は
面
談
に
て
。「
㈲
米
口
グ

リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」木

津
☎
４６
・
８
０
０
１（
１０
時

〜
１７
時
）

　

▼
ハ
タ
ヨ
ガ
や
る
会
＝

一
緒
に
ヨ
ガ
を
し
ま
し
ょ

う
。体
硬
く
て
も
大
丈
夫

〇
毎
週
土
曜
19
時
50
分
〜

21
時
〇
１
月
２２
日
よ
り
新

ク
ラ
ス（
第
２
・
第
４
水

曜
）朝
１０
時
〜
１１
時
１０
分
。

加
里
屋
ま
ち
づ
く
り
会

館
。1
回
１
５
０
０
円
。シ

ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
応
募
Ｏ

Ｋ
。☎
０
９
０
・
７
８
７
５

・
８
９
０
４（
ア
ガ
ル
タ
井

上
）　

　

▼
安
藤
慶
一・
洋
画
展

（
油
彩
）開
催
＝『
瀬
戸
の

景
観
』
含
９
点（
Ｆ
６
〜

円
②
Ｐ
Ｍ
５
時
〜
Ａ
Ｍ
１

時
の
間
で
３
時
間
程
度
働

け
る
人
。時
給
９
０
０
円

〜
１
１
２
５
円
。お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。「
セ

ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
赤
穂
新

田
七
軒
家
店
」☎
４３
・
７
０

２
６

　

▼
赤
穂
野
菜
と
地
魚
の

店「
五メ

月イ

」＝
〇
ラ
ン
チ
ス

タ
ッ
フ
募
集
。１１
時
〜
１５

時
の
間
で
時
間
相
談
可
。

時
給
９
０
０
円
〇
夜
１７
時

〜
２３
時
も
募
集
し
て
お
り

ま
す（
時
間
相
談
可
）。中

国
銀
行
裏
☎
５６
・
６
２
２

１
　

▼
パ
ン
製
造
ス
タ
ッ
フ

募
集
＝
8
時
〜
14
時
。週

4
〜
5
日
。土
日
祝
入
れ

る
方
。時
給
９
０
０
円
。主

に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
系
、自

家
製
ク
リ
ー
ム
を
作
っ
て

も
ら
い
ま
す
。他
、雑
務
。

少
人
数
で
仲
良
く
丁
寧
に

指
導
し
、働
き
や
す
い
職

場
で
す
。作
る
の
が
好
き

な
方
歓
迎
。お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。「
さ
く
ら

ド
ゥ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」加
里

屋
２
２
０
４
（
息
継
ぎ
井

戸
近
く
）☎
２５
・
６
１
０
８

　

▼
短
期
ア
ル
バ
イ
ト
も

可
能（
高
校
生
可
）＝
〇
宿

直
20
時
～
8
時
。
７
５
０

０
円
～
（
仮
眠
あ
り
）〇

事
務
9
時
～
17
時
〇
清
掃

9
時
～
14
時
。各
時
給
９

５
０
円
～
１
１
０
０
円

〇
洗
い
場
9
時
～
、13
時

〜
、19
時
～
。各
時
給
９
０

０
円
～
１
１
０
０
円
。週

2
以
上
〇
調
理
ス
タ
ッ
フ

（
調
理
経
験
者
） 

5
時
半

～
8
時
半
。時
給
１
２
０

０
円
～
〇
調
理
補
助
8
時

～
17
時
。時
給
９
５
０
円

～
（
パ
ー
ト
歓
迎
） 

※
週

２
以
上
で
勤
務
可
能
な

方
。「
銀
波
荘
」御
崎
☎
４５
・

３
３
５
５

　

▼
簡
単
な
調
理
＝
９
時

３０
分
〜
１３
時
３０
分
の
間
で

３
〜
４
時
間
。火
曜
・
水

曜
・
金
曜
の
み
。時
給
９
０

０
円
。「
喫
茶
ラ
ン
」総
合

体
育
館
内
☎
０
８
０
・
６

１
２
９
・
６
１
８
８（
赤
穂

市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
・

三
村
）

　

▽
１２
日
＝
石
川
整
形
外

科
医
院
☎
４５
・
１
７
１
７

　

▽
１３
日
＝
く
ぼ
か
わ
医

院
☎
４２
・
２
１
４
０

２０
）。
１
月
７
日（
火
）
〜

３０
日（
木
）の
１０
時
〜
１６
時

（
金
土
日
は
休
み
）。「
高
瀬

舟
」坂
越
公
民
館
隣
☎
４８
・

７
１
２
２

　

▼
コ
ン
ビ
ニ
ス
タ
ッ
フ

募
集
＝
①
Ｐ
Ｍ
１０
時
〜
Ａ

Ｍ
１
時
。
時
給
１
１
２
５

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
・
２
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
７
３
７
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
８
２
３
０
円

ノ
ー
ト
級
６
６
５
３
０
円

セ
レ
ナ
級
７
４
７
３
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
電

話
、ご
来
店
く
だ
さ
い
。☎

４３
・
３
９
３
９

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
７
３
７
０
円

１
㌧
未
満
５
８
２
３
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
５
３
０
円

２
㌧
未
満
７
４
７
３
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

「
大
崎
表
具
店
」
浜
市
、

櫂
の
家
向
か
い
☎
４８
・
７

２
５
４

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、
経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。「
坂
元
鈑
金

塗
装
」
細
野
町
☎
４３
・
９

０
１
０

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
５
０
円
○
一

般
価
格
４
４
０
円
（
ド
ラ

イ
物
の
み
、
特
殊
品
は
除

く
）
→
会
員
価
格
３
３
０

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
加
里
屋
☎
４３
・

３
９
３
３

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
６０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
９
時
～
１９
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》に
、あ
な

た
の
夢
を
か
た
ち
に
し
ま

す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」若

草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
帯・
着
物
リ
メ
イ
ク

「
も
っ
た
い
な
い
庵
」＝
制

作
の
為
、
１
月
・
２
月
は

出
店
休
み
ま
す
。ご
要
望
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休
日
急
患
診
療
医

【
賢
く
、
粘
り
強
く
が
ん

ば
る
力
こ
そ
が
重
要
】

　

人
生
を
自
分
ら
し
く
、

豊
か
に
生
き
る
た
め
に

は
、
テ
ス
ト
の
成
績
が
よ

い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

テ
ス
ト
よ
り
重
要
な
も

の
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
な
か
の
有
力
な

も
の
の
一
つ
が
、
粘
り
強

く
が
ん
ば
る
力
で
す
。
テ

ス
ト
の
よ
う
に
点
数
化
で

き
る
認
知
的
な
能
力
と
は

異
な
る
の
で
、
非
認
知
的

能
力
と
い
い
ま
す
。
こ
れ

に
は
、
人
と
関
わ
る
力
や

感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

粘
り
強
く
が
ん
ば
っ
て

練
習
し
た
お
か
げ
で
逆
上

が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
、
早
寝
、
早
起
き
の

習
慣
が
つ
き
授
業
中
も
眠

く
な
る
こ
と
は
な
く
な
っ

た
、
勉
強
だ
け
で
な
く
、

こ
の
よ
う
な
が
ん
ば
っ
た

か
ら
で
き
た
と
い
っ
た
手

応
え
と
成
功
体
験
は
、
私

は
が
ん
ば
っ
た
ら
で
き
る

人
間
な
ん
だ
と
い
っ
た
自

分
自
身
に
対
す
る
肯
定
的

な
見
方
と
相
ま
っ
て
そ
の

後
の
人
生
を
生
き
る
た

め
、
生
き
抜
く
た
め
の
基

盤
を
形
成
す
る
も
の
に
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
は
、
目
標

を
立
て
実
現
を
め
ざ
し
て

粘
り
強
く
が
ん
ば
る
力
が

つ
く
こ
と
を
め
ざ
し
ま
せ

ん
か
。
家
に
帰
っ
て
き
た

ら
ま
ず
机
の
前
に
座
り
、

カ
バ
ン
か
ら
教
科
書
や
ノ

ー
ト
を
出
し
、
宿
題
や
明

日
持
っ
て
行
く
も
の
等
を

確
か
め
る
。
１０
時
ま
で
に

は
お
布
団
に
入
る
等
々
、

小
さ
な
目
標
で
い
い
の
で

す
。
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
新
た
な
目
標
を
加
え
れ

ば
い
い
の
で
す
。
お
子
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
お
母

さ
ん
も
目
標
を
立
て
、
い

っ
し
ょ
に
粘
り
強
く
が
ん

ば
る
。
こ
れ
で
一
人
で
や

る
よ
り
も
実
現
が
容
易
に

な
り
、
楽
し
く
な
り
ま

す
。

　

そ
し
て
節
目
、
節
目
で

振
り
返
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
や

っ
た
ら
も
っ
と
う
ま
く
い

く
は
ず
、
目
標
が
高
す
ぎ

る
か
ら
も
う
少
し
で
き
る

も
の
か
ら
や
っ
て
い
こ
う

等
々
、
が
む
し
ゃ
ら
に
が

ん
ば
る
の
で
は
な
く
、
賢

く
上
手
に
、
継
続
可
能
に

（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
）
頑

張
り
続
け
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
、
と
い
っ
た

見
方
、
考
え
方
を
身
に
つ

け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
の
よ
う
に
現
実
の
自
分

の
姿
を
、
客
観
的
に
冷
静

に
見
る
も
う
一
人
の
自
分

を
も
つ
こ
と
、
こ
れ
を
メ

タ
認
知
と
い
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
メ
タ
認
知
に

よ
っ
て
、
賢
く
、
上
手
に

粘
り
強
く
が
ん
ば
る
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
新

し
い
学
校
教
育
で
は
、
こ

の
よ
う
な
粘
り
強
く
学
習

に
取
り
組
む
力
に
、
メ
タ

認
知
力
を
加
え
て
、
上
手

に
賢
く
粘
り
強
く
が
ん
ば

る
力
を
つ
け
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
お
り
、
通
知
表
で

は
こ
れ
を
「
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態
度
」

（
学
び
に
向
か
う
力
）
の

観
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
加

藤
明
学
長
）

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　

昔
、
尾
崎
に
、
ジ
ョ
ロ
リ
（
浄
瑠
璃
）
語
り
の

お
じ
い
さ
ん
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
毎
日
、
ジ
ョ

ロ
リ
を
語
っ
て
は
皆
を
喜
ば
し
て
い
た
の
で
す

が
、
病
が
も
と
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

中
陰
の
四
十
九
日
も
終
わ
り
、
お
じ
い
さ
ん
が

死
者
の
世
界
に
行
く
と
、
そ
こ
に
は
え
ん
魔
大
王

が
怖
い
顔
を
し
て
一
段
高
い
と
こ
ろ
で
見
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　

お
じ
い
さ
ん
は
震
え
な
が
ら
腰
を
低
く
し
、
え

ん
魔
大
王
の
前
に
進
み
ま
し
た
。

　

「
コ
ラ
ッ
、
お
じ
い
。
お
前
は
娑
婆
で
何
を
し

て
い
た
か
」

　

「
は
い
、
え
ん
魔
は
ん
。
わ
し
は
役
者
で
、
ジ

ョ
ロ
リ
を
か
た
っ
て
い
た
ん
だ
す
」

　

「
な
に
、
ジ
ョ
ロ
リ
？　

そ
れ
は
お
も
し
ろ

い
。
そ
れ
な
ら
こ
こ
で
語
っ
て
み
よ
」

　

お
じ
い
さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
語
ろ
う
と
し
ま
し

た
が
、
い
つ
も
高
座
で
し
て
い
た
の
で
、
低
い
と

こ
ろ
で
は
、
な
か
な
か
声
が
出
ま
せ
ん
。

　

「
え
ん
魔
は
ん
。
こ
こ
で
は
で
き
ま
へ
ん
」

　

「
な
に
。
こ
こ
で
は
で
き
な
い
？　

わ
し
の
前

で
は
、
で
き
な
い
と
い
う
の
か
」

　

え
ん
魔
大
王
の
顔
は
、
ま
す
ま
す
恐
ろ
し
く
な

り
ま
し
た
。

　

「
い
や
、
え
ん
魔
は
ん
の
前
で
も
で
き
ま
す
。

い
つ
も
高
座
で
し
よ
る
か
ら
、
高
座
で
な
い
と
語

り
に
く
い
ん
だ
す
」

　

「
そ
れ
で
は
お
じ
い
。
わ
し
と
代
わ
っ
て
や

る
。
こ
こ
に
上
が
れ
。
さ
あ
、
上
が
れ
」

　

お
じ
い
さ
ん
は
、
え
ん
魔
大
王
と
入
れ
替
わ
っ

て
高
座
に
上
が
り
、
ジ
ョ
ロ
リ
を
語
り
始
め
ま
し

た
。
そ
こ
へ
地
獄
の
鬼
が
大
勢
や
っ
て
来
ま
し

た
。
鬼
た
ち
は
高
座
の
下
に
い
る
え
ん
魔
大
王
を

死
者
と
思
い
込
み
、
地
獄
に
連
れ
て
行
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

驚
い
た
の
は
お
じ
い
さ
ん
で
す
。
高
座
か
ら
下

り
る
こ
と
が
で
き
ず
、
え
ん
魔
大
王
と
し
て
、
そ

の
ま
ま
そ
こ
に
座
り
、
亡
者
を
裁
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

娑
婆
で
は
、こ
の
こ
と
が
広
ま
り
、え
ん
魔
大
王

の
前
で「
尾
崎
の
者
や
」と
言
う
と
、
こ
の
世
に
戻

さ
れ
た
り
、ま
た
、極
楽
に
行
か
せ
て
も
ら
え
る
と

い
う
こ
と
で
す
。（
赤
穂
市
教
育
委
員
会
刊
『
赤

穂
の
昔
話　

第
二
集
』・「
え
ん
魔
は
ん
」
よ
り
）

切
り
絵
・
村
杉
創
夢

え
ん
魔
は
ん

　
　
　
　
　
　

【
第
１０
話
】
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　　　　　　　　　　知事協議記録
１．日時
　令和元（２０１９）年７月４日（木）１５時５８分～１６時３７分

２．入室者
　金澤副知事、田中環境部長、石岡環境整備課長
　西播磨県民局：遠藤局長、環境参事吉村 記

３．内容
（１）要点
〇紛争予防条例に関する市町への意見照会を予定通り実施
〇関係住民の範囲は市町の意見をよく聴いた上で判断。広
　げる場合には何らかの基準が必要
〇課題とその対応案を整理して県民局の専門家会議に諮る。
〇水質が悪化しないことの論証と赤穂市長の市民への説明
　の仕方が最重要

（２）主なやりとり
知　事：牟礼市長は公約だから絶対だめ。作ったらやめな
　　　　いといけない。
部　長：赤穂市は反対するために専門家会議を作っている。
局　長：県民局からは「条例の手続きで合理的な理由を述
　　　　べないと蹴られますよ」という話をしている。
知　事：大栄環境だから悪いことはしないだろうけど。
部　長：今のところ決定的に悪い材料が見当たらないとい
　　　　う感じが正しいところ。
副知事：地元の長岡県議も反対している。

局　長：規模が１３ｈａ、３００万立米と三木の半分弱ぐらいの
　　　　大きさ。三木は２４ｈａ、８００万立米。
知　事：まあそんなに大きな話ではない。規模としては。

知　事：推進するなら科学的に水質が絶対悪化しないとい
　　　　うことをどうやって論証するかだ。「牟礼市長が反
　　　　対と言っていたのは懸念があったからだが、懸念
　　　　が払しょくされたから心配ない。」というような形
　　　　にもっていけるかどうかだ。
局　長：遮水シートの下に色々なセンサーを置いてリアル
　　　　タイムに測るようなことも求めていくということ
　　　　もできるのかなと思っている。法令のマストでは
　　　　なくオプションになるが。
部　長：県民局が設置した専門家会議の中でそのあたりを
　　　　十分詰めていく。
知　事：県民局が設置する？
局　長：福浦の時に設置している。
知　事：福浦は設置してまだ結論が出ていない？
局　長：福浦は、住民の意見を事業者に返して、それに対
　　　　する回答をきっちり返してこいと事業者に言って、
　　　　相手が握ったまま２年ほどたつ。
知　事：本当は福浦の方がいいんじゃないかと思っている。
課　長：場所的には一番いい。
知　事：あれは採石場後だろ？岩盤だし。
局　長：津波のおそれがなくはないが。
課　長：ただ底盤がかなり悪いので、底盤工事をかなりし
　　　　ないといけない。
知　事：あーそう。ふーん。

局　長：専門家会議の話だが、今回は山の木を切るので、
　　　　自然環境保全という見地で、生態系や住民合意の
　　　　専門家の追加を検討してもいいかと考えている。
知　事：うん。
局　長：手続き上は、事業者から大体こういう事業をやり
　　　　たいという事前協議書が、１年間で２００カ所以上の
　　　　修正を経て、ようやく事業者のやりたいことが書
　　　　類として整った。その善し悪しの指摘は専門家の
　　　　意見を聴きながらやっていくが、まずは、赤穂市
　　　　と上郡町に生活環境の意見や住民への周知範囲を
　　　　どこまでするかの意見照会をする。その際、赤穂
　　　　市と上郡町の両方とも専門家会議を設けると言っ
　　　　ているので、そこで中身を揉むので、おそらく半
　　　　年から１年は少なくともかかるという読みはある。
局　長：われわれとしては、住民の周知範囲は、今までは
　　　　処分場の所属する自治会、あるいは直下の水利権
　　　　者と、結構限定的にやってきた。高砂の場合は、
　　　　プラス周辺を任意で広げるということもあった。
課　長：高砂は市の条例で変えた。
局　長：赤穂で２７,０００人、上郡で１万人の反対署名も出てい
　　　　る。
知　事：上郡もそんなに出ている？
局　長：地元の自治会は賛成で早く進めてくれと、判子を
　　　　押してわれわれや副知事のところにも１回来た。三
　　　　木の処分場を見学してしっかり対応してくれるこ
　　　　とが分かったので、地域活性化のために、雇用も
　　　　１０人、２０人できるので作ってくれと言っている。
知　事：こんなんで地域活性化になるかな？よく分からん
　　　　なあ。
課　長：三木の方は、放棄された農地を大栄が借りて農園
　　　　をやり始めている。大栄自体がたい肥化施設を持
　　　　っているので、その肥料を農園に撒いて。地域活

　　　　性化というのはそういう意味だと思う。
知　事：そうか、それはひとつの有力な代替手段だな。
局　長：あとは、親子三代にわたって従業員で大栄にお世
　　　　話になっているという方もいる。
知　事：あーそう。
局　長：われわれとしては、周知範囲を今まで以上に広げ
　　　　る方向で検討させていただき、より丁寧に説明し
　　　　ていきたい。
知　事：広げるにしても何か基準がいる。どこまで広げる
　　　　か。
部　長：全域でやるのもありかと思っている。
副知事：でも赤穂はどちらにしてもずいぶん下流にある。
　　　　直下ではない。
局　長：埋め立てる所は西有年という赤穂の山で、人口の
　　　　多い所ではない。
副知事：西有年以外の反対派の人がずっと下流まで広げる
　　　　ことを言っている。
局　長：これは私の個人的な意見だが、処分場に対して出
　　　　て来る意見は、数が増えてもある程度類型化して
　　　　要約できる。範囲を広げて大変なのは事業者で手
　　　　間は確かにある。集約するわれわれの手間はある
　　　　が、大体問題となる点は収束されるので、今回は
　　　　思い切って広め、最大で赤穂市あるいは上郡町全
　　　　域でやるのもありかと思う。
知　事：全域でやる？
局　長：今回住民の数でいうと4７,０００人のうち２７,０００人が署
　　　　名している。
知　事：赤穂は４７,０００人のうち２７,０００人が署名しているとい
　　　　うことは、子供と寝たきりを除いたら、みんな入
　　　　っているということ。
局　長：上郡は１５,０００、１６,０００のうちの１万なので３分の２。
　　　　ただ地元の２自治会はがっちり推進で、町議会議員
　　　　も1人是非推進してくれと言っている。
知　事：２自治会？
局　長：ポンチ絵〈編集部注①〉の梨ケ原、落地がその自
　　　　治会。上の点線の別荘地の播磨高原は１２０世帯ぐら
　　　　いで、都会から移り住んでこられた人でかなり反
　　　　対している。１～１・５㎞位の範囲に入るので、「わ
　　　　れわれも条例手続きの関係住民になり得るはずだ」
　　　　と言っている。
知　事：別荘地の地価が下がるのか？
局　長：別荘地の人はそう言っている。
知　事：別荘地から見えるのか？
課　長：別荘地の一番上から見ると、処分場が完成したら
　　　　見えるという感じ。
局　長：県境から山がおりてきており、両方とも高い位置
　　　　にある。
知　事：見えないようにしたらいい。木を植えて。要は視
　　　　界の中に入らないようにしたらいい。
局　長：それはあると思う。
知　事：太陽光パネルが山の中腹にあると団地から見えた
　　　　ら反対と言われているのと同じ。カバーをして見
　　　　えないようにしたらいい。

知　事：どこまで説明会をしていくのかは、市と町の意見
　　　　を聴いていかないといけない。
局　長：はい。今聞いているのは、千種川の下流域で取水
　　　　ポイントが数か所あって、その水を赤穂全域で飲
　　　　んでおり、相生にも送水している。さらに家島に
　　　　も海底パイプで送っており、そこからも反対署名
　　　　がある。あと、条例上の周知範囲は相生と家島ま
　　　　で広げるべきというのが赤穂市長の意見。
知　事：相生と家島は変じゃないか。

 　  （写真画像が不鮮明なため２ページ分判読できず）

局　長：受入基準をしっかり作ってもらって、定期的に抽
　　　　出で分析表などもオープンにさせるということも
　　　　あると思う。
知　事：だけどあんまりこっちが言ってしまうと、事業者
　　　　がそれを全部満たして来たら、言ったこちらの方
　　　　が推進派に変わらないといけない。それは厄介だ。

局　長：一つは周知をしっかりやるのと、あとは、進入路
　　　　が国道２号線沿いなので大体保安林がかかってお
　　　　り、保安林を解除して事業をするとしているが、
　　　　もうちょっと遠回りすれば保安林を避けるルート
　　　　があるので、もっと考えろと。これは安易に妥協
　　　　はしないでおこうかなと思っている。
知　事：あ、そう。保安林を避けてアプローチできるのか
　　　　？
局　長：それがなかなか土地を売ってくれないとか、ＪＲ
　　　　が協力してくれないとか、何ルートかは考えてい
　　　　るようである。
知　事：備前市の廃棄物処分場から行けるのでは？
局　長：それは備前市がうんとは言わないとのこと。
知　事：言ってくれないの？
局　長：地元との約束があると聞いている。話し合いで限
　　　　られたものしか通さない。
知　事：ああ、そうか。それでは正々堂々と保安林（解除）
　　　　をやっていけばいい。
局　長：今は、他のルートがあるからそっちで検討せよと、
　　　　解除が必要なルートについては簡単にうんとは言

　　　　わないように考えている。

知　事：大栄はまだやる気なの？
部　長：時間をかけても１カ所は必要だと思っている。
知　事：上郡よりも赤穂市内だから、赤穂市が反対だった
　　　　ら困ってしまう。
部　長：県民局としては住民の反対がある限りは強めの反
　　　　対の姿勢を持っておかないと地域的にはもたない。
局　長：山間部の西有年という自治会は反対とは言ってい
　　　　るが、大栄環境の立場で言うと、ここは歴史的に
　　　　梨ケ原が関与してきた土地なので、地元の了解と
　　　　いう意味では、梨ケ原の了解が得られていればよ
　　　　いと。われわれは地元が反対しているのであれば
　　　　無理やり作ることはしない。ただ「地元」の意味
　　　　は西有年ではなく梨ケ原であると。ため池を実際
　　　　に管理してきたのは梨ケ原。
知　事：あ、そう。
課　長：地区としては西有年だが、この周りに家自体がな
　　　　い。一番近い所でも上郡から１キロ位離れた所にし
　　　　か家はない。
知　事：赤穂が上郡に割譲したらいいのでは。
局　長：大栄は管理事務所的なものを上郡側に作る配慮を
　　　　している。
知　事：アプローチがないからね。アプローチは２号線が１
　　　　番だから。そうなると上郡からしか行くところが
　　　　ない。
局　長：アクセス道路も、トンネルを抜けて大型車がビュ
　　　　ンビュンとばす所なので、右折待ちでいると追突
　　　　の危険とか、急に左折できるのかということもあ
　　　　る。このあたりのことも道路管理者ともっと協議
　　　　するよう指摘したい。
知　事：どちらから運んでくる？
局　長：基本は兵庫側から岡山側に向けて左折で入る。岡
　　　　山から来た場合はどこかでＵターンしてアクセス
　　　　することになる。
知　事：これもどうするか。道路と並行してもう１車線作る
　　　　か。右折レーンはよく作るけど、左折レーンみた
　　　　いなものを作るか。バス停みたいに切り込んで。
　　　　山だから所有者はすぐに売るのではないか。２号線
　　　　沿線だけど、ここはどうせ調整区域だろう？
局　長：はい。
知　事：だから使い物にならない。保安林か？
局　長：はい。
知　事：保安林は危険防止のためだから、（保安林を解除し
　　　　てルートを通しても、）保安林区域を増やせばいい。

知　事：地元が問題にしているのは最終的に水質でしょ？
局　長：はい、災害時を含めての水質。
知　事：災害で防水シートが破れても流れ出ないようにす
　　　　ればいい。
局　長：下手側の調整池をしっかり準備する方法がある。
知　事：高砂のＰＣＢ〈編集部注②〉みたいに防水杭を打
　　　　つとか。これはお金がかかる。
課　長：埋立処分場自体は１００万立米入ってようやく元が取
　　　　れる位の投資をしなければいけない。小さいもの
　　　　は儲からない。
知　事：３００万立米では？
課　長：ちょっと儲かるぐらいかも。
局　長：土地については２～３倍の土地を手に入れているの
　　　　で、２０年後か３０年後か分からないがまた拡張する
　　　　かもしれない。
知　事：ますますずるいじゃない、１３ｈａなんて。〈編集部
　　　　注③〉
局　長：事業者は口には出さないが可能性はあるのかなと
　　　　思う。

知　事：２号線だと赤穂インターで降りて来る？
局　長：赤穂インターだと遠回りになるので、地道になる
　　　　かと思う。
知　事：そこも問題。１日何台通る？
課　長：三木で３００台程度。大栄は全部自分のグループでな
　　　　いと運送しないので、運送管理は簡単にできると
　　　　思う。
知　事：しっかりしてるんだな。
課　長：はい。曲がり角には保安員をつけて右左折対応を
　　　　ずっとしている。
知　事：２号線だから車の量が違うな。信号はつけられない
　　　　だろう。出ていくときは困る。右折で出ていくと
　　　　き。
参　事：今の計画では左折で出ていく。
知　事：どこでUターンする？
参　事：そこまでは決まっていないが、出入りは左折で入
　　　　って左折で出る形。
知　事：岡山側に入ったら別の道があるのか？そういうこ
　　　　とも調べておかないと。一度そういう課題要素を
　　　　かきあげて、それに対してどういう対応があり得
　　　　るのか。それを踏まえて専門家会議を開いて専門
　　　　家にそれを議論してもらって中間報告的なものの
　　　　中で、アセスをするようにとか、この課題にはこ
　　　　ういう風に対応せよとか、１００年に１回の確率でな
　　　　いといけないとか、いざというときに流出が困る
　　　　のであればどういう風に対応するとか指摘しても
　　　　らう。専門家会議の前にそれなりにこちらでシミ

　　　　ュレーションしておいて、それから専門家会議を
　　　　開くのがいい。
部　長：課題整理したものを作成しており、ダイジェスト
　　　　版を本日の資料に掲載している。
知　事：地すべりとか地盤沈下のおそれがある？地すべり
　　　　とかが過去に起こったことがある？
課　長：過去にはない。赤穂は地盤が比較的安定している。
知　事：希少動植物は出てこない？
部　長：出てこないような話を聞いている。
知　事：廃掃法以上の維持管理基準とは？
局　長：水質チェックのデータを法律上は１年に１度測定し
　　　　て公表するが、それをリアルタイムに近い形で公
　　　　表させることを想定している。
知　事：伊丹の航空機騒音のように、常時見られるように
　　　　してあげたらいい。
課　長：ＣＯＤぐらいか。
知　事：それぐらいはできるよな。
知　事：不適切な廃棄物が埋め立てられることはない。マ
　　　　ニフェストがあるし、さらに抜き取り検査をする
　　　　など、いくらでも対応できる。やはり一番問題な
　　　　のは水質だ。止水壁を作るのは大変だ。やはり高
　　　　砂のＰＣＢの防護壁だ。
課　長：今は一番下に敷く遮水シートが破れても修復でき
　　　　るものがある。

部　長：これだけのことをやりなさいと事業者に言って、
　　　　事業者からやりますというこたえを引き出しなが
　　　　ら、進めていく。
知　事：引き出さなくてもよい。やれなかったら終わりだ
　　　　から。ただ住民がこれで納得するかどうか。最終
　　　　的に専門家会議から答申を出してもらうときに、
　　　　答申を守れば住民はテーブルにつくという目処を
　　　　つけないと、答申をもらえない。
部　長：県民局からは「これだけやればいい」という言い
　　　　方もできない。

知　事：それから牟礼市長だ。市長は聞く耳を持たないと
　　　　思う。
局　長：反対のための反対では手続きが進んでしまうこと
　　　　は理解してもらっている。そう意味で、市長は、
　　　　専門家に意見を聴いて合理的な意見を返していか
　　　　ないといけないと言っている。だから少し時間が
　　　　欲しいということを聞いている。
知　事：あーそう。では専門家が合理的な意見を言ってく
　　　　れれば市長は従うということ？
局　長：そこまでは言っていない。上郡町は、作る場合は
　　　　世界一のみんなが見に来るような安全な処分場を
　　　　作ってくれと。
知　事：こんなものは大した話ではないから、世界中から
　　　　見に来るようなことはない。中間処理施設なら見
　　　　に来ると思うけど。

局　長：今回市町の方も委員会を立ち上げて早く検討した
　　　　いとのことなので、市町への意見照会をさせてほ
　　　　しい。周知範囲は市町から意見をもらった上で協
　　　　議させてもらいたい。
知　事：意見照会を一番最初に出す？
局　長：条例の一連の手続きでは、事前協議書ができた段
　　　　階でまず市町に意見照会をかける。市町が住民の
　　　　意見を踏まえて①～④の意見を返してくる。〈編集
　　　　部注④〉　それを踏まえて大きな方向で事業計画
　　　　を修正させた上で条例の手続きに入っていく。
知　事：照会に入ると、県は計画を進めようとしているよ
　　　　うに見える？
部　長：様子を見ながら進めて行かざるを得ない。
知　事：いずれにしても放っておけないから協議書が出て
　　　　きている。
局　長：１年前に受理している。
知　事：「ダメならダメと言うためにも手続きはせざるを得
　　　　ないので照会した」と説明するんだな。
部　長：専門家会議のところで思いっきりねばるというか
　　　　時間を使うのかなと思う。
局　長：いろいろな計算も土木の部署に手伝ってもらって
　　　　精査したりする。
知　事：ため池は大丈夫？ため池は頑丈なの？安全なの？
局　長：チェックしておく。

知　事：まあ牟礼市長だな。当選したからな。明石前市長
　　　　も反対だった？
局　長：はい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

「知事協議記録」の撮影画像

から判読できた内容

《編集部注》
　①予定地周辺地図の略図を指すとみられる。
　②昭和４０年代後半に底質土砂からＰＣＢが検出され、
　　周辺にＰＣＢが溶出しないようにセメントによる固
　　化処理後に造成工事を行った高砂西港の盛立地対策
　　を指すものとみられる。
　③兵庫県の「環境影響評価に関する条例」で、産業廃
　　棄物最終処分場における環境アセスメント制度の対
　　象事業が「埋立処分面積１５ヘクタール以上」と定め
　　られていることを踏まえたものとみられる。
　④知事協議の参加者に配られた資料を踏まえた説明と
　　みられる。
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城
西
ジ
ュ
ニ
ア
で
セ
ッ

タ
ー
の
長
瀬
葵
さ
ん（
１０
）

は
「
ひ
ざ
を
曲
げ
て
全
身

を
使
っ
て
ト
ス
を
上
げ
る

と
い
う
こ
と
が
勉
強
に
な

っ
た
」。
同
社
は
「
ゆ
く

ゆ
く
は
大
学
や
Ｖ
リ
ー
グ

で
プ
レ
ー
す
る
選
手
が
育

っ
て
ほ
し
い
」
と
子
ど
も

た
ち
を
見
守
っ
た
。（
写

真
は
学
生
ら
が
小
学
生
を

教
え
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
）

第２３５５号　　２０２０年（令和 ２年）１月１１日

か
ら
地
名
が
つ
い
た
「
磯

釜
」
も
ポ
イ
ン
ト
に
。
６

年
生
の
二
六
駿
太
君（
１１
）

は
「
答
え
を
間
違
え
た
ク

イ
ズ
も
あ
っ
た
け
ど
勉
強

に
な
っ
た
。
自
分
の
知
ら

な
い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
知

り
た
い
」
と
次
の
ポ
イ
ン

ト
を
目
指
し
た
。（
写
真

は
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な
が

ら
地
元
の
史
跡
を
巡
っ
た

尾
崎
名
所
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
）

　

▼
…
学
生
ら
が
小
学
生

に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
指
導
＝

新
田
の
関
西
福
祉
大
学
で

「
赤
穂
化
成
プ
レ
ゼ
ン
ツ

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
」
が
こ
の
ほ
ど
あ
り
、

同
大
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
の
選
手
た
ち
が
子
ど
も

た
ち
を
コ
ー
チ
し
た
。

　

赤
穂
化
成
は
昨
年
１０
月

に
同
部
と
ス
ポ
ン
サ
ー
契

約
。
同
部
は
２
０
１
８
年

春
に
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ

播
磨
ゆ
か
り
の
人
物
知
っ
て

自
費
で
絵
本
と
紙
芝
居

坂
越
の
平
野
策
子
さ
ん

　 　

　 　

　 　

　 　

☎0791-42-1001
　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　

西
播
磨
に
ゆ
か
り
の
あ

る
戦
国
大
名
、
尼
子
家
の

家
臣
を
主
人
公
に
描
い
た

絵
本
『
尼
子
十
勇
士
物
語

　

山
中
鹿
之
介
』
を
坂
越

の
平
野
策か

ず

子こ

さ
ん（
７７
）が

発
起
人
と
な
っ
て
自
費
出

版
し
た
。

　

芦
屋
市
出
身
の
平
野
さ

ん
は
四
十
数
年
前
に
相
生

市
青
葉
台
に
移
住
し
て
カ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
業

し
た
。
か
つ
て
相
生
と
赤

穂
に
ま
た
が
る
尼
子
山
に

尼
子
一
族
が
治
め
る
山
城

が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、

一
帯
で
命
を
落
と
し
た
無

縁
仏
の
供
養
塔
を
庭
に
建

立
。
毎
月
欠
か
さ
ず
慰
霊

の
法
要
を
営
ん
で
き
た
。

も
う
す
ぐ
５０
年
に
な
る
こ

と
か
ら
、「
こ
の
西
播
磨

に
尼
子
家
と
い
う
一
族
が

い
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
た
い
」
と
、
た
つ

の
市
新
宮
町
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
、
堂
野
こ
む
す

い
さ
ん（
４８
）に
絵
本
の
制

作
を
依
頼
し
た
。

　

完
成
し
た
絵
本
は
Ａ
５

判
横
４８
㌻
。「
願
わ
く
ば
、

我
に
七
難
八
苦
を
与
え
た

ま
え
」
と
尼
子
家
再
興
を

三
日
月
に
祈
っ
た
逸
話
で

知
ら
れ
る
山
中
鹿
之
介
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

　

同
じ
内
容
で
紙
芝
居
も

制
作
し
た
。「
苦
難
を
も

の
と
も
せ
ず
、
仲
間
と
奮

闘
し
た
鹿
之
介
の
生
き
様

を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
平

野
さ
ん
。「
で
き
れ
ば
、

聖
徳
太
子
や
秦
河
勝
な
ど

西
播
磨
ゆ
か
り
の
人
物
に

つ
い
て
絵
本
に
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

１
０
０
０
部
発
行
。
Ｊ

Ｒ
相
生
駅
南
口
の
相
生
市

観
光
案
内
所
で
一
部
５
０

０
円
＋
税
で
販
売
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
０

７
９
１
・
７５
・
０
４
０
７

（
堂
野
さ
ん
）。（
写
真
は

山
中
鹿
之
介
の
絵
本
を
出

版
し
た
平
野
策
子
さ
ん
㊧

と
作
者
の
堂
野
こ
む
す
い

さ
ん
）

　

▼
…
児
童
ら
地
元
名
所

巡
り
歴
史
ク
イ
ズ
に
挑
戦

＝
子
ど
も
た
ち
が
地
元
の

歴
史
に
ま
つ
わ
る
問
題
に

答
え
な
が
ら
ま
ち
を
歩
く

「
尾
崎
名
所
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
２
０
１
９
」
が
こ
の

ほ
ど
あ
り
、
尾
崎
小
学
校

（
３
９
１
人
）
の
全
校
児

童
が
参
加
。
ク
イ
ズ
を
楽

し
み
な
が
ら
校
区
内
の
社

寺
や
史
跡
を
巡
っ
た
。

　

地
元
ま
ち
づ
く
り
団
体

「
尾
崎
の
ま
ち
を
考
え
る

会
」（
目
木
敏
明
会
長
）

と
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
主
催

で
昨
年
に
続
い
て
２
回

目
。
大
石
内
蔵
助
の
手
植

え
と
伝
わ
る
ハ
ゼ
の
木
が

あ
る
赤
穂
八
幡
宮
、
大
正

時
代
に
村
の
基
準
点
と
し

て
建
立
し
た
尾
崎
村
道
路

元
標
な
ど
１２
か
所
を
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
各

所
に
ち
な
ん
だ
問
題
を
出

題
し
た
。

　

「『
日
本
第
一
』
の
塩

を
産
し
た
ま
ち
播
州
赤

穂
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
塩

づ
く
り
の
神
様
を
ま
つ
る

塩
竈
神
社
、
海
水
を
煮
詰

め
る
釜
屋
が
あ
っ
た
こ
と

 

赤
穂
民
報
川
柳
〔
第
７０
回
〕
大
上
三
穂
子
・
選

　

【
今
回
の
課
題
】「
命
」

◎
命
懸
け
ひ
と
つ
の
水
路
ア
フ
ガ
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

川
上　

義
彦
（
中　

広
）

　

【
評
】
上
五
を
強
く
打
ち
出
し
焦
点
は
命
懸
け
。
医
療

　
　
　
　

か
ら
農
業
へ
未
来
を
思
う
信
念
が
汲
み
取
れ
る
。

　
　
　
　

（
医
師
中
村
哲
氏
を
詠
む
）

○
天
命
の
線
た
ど
り
つ
つ
年
重
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
野　

直
正
（
尾　

崎
）

○
お
ね
だ
り
は
元
気
な
体
初
日
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
田　

秀
美
（
御　

崎
）

○
悠
久
の
命
時
め
く
恵
比
須
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

正
木　

正
江（
上
郡
町
奥
）

　
　
　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

【
次
回
以
降
の
課
題
】

　

▽
第
７１
回（
１
月
３１
日
締
切
）＝
自
由
吟

　

▽
第
７２
回（
２
月
２９
日
締
切
）＝
課
題
吟
「
笑
い
」
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